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― ともにつくる 一人ひとりが主役の ひた ― 

令和 7 年 10 月 1 日 

報道関係者各位 

プレスリリース 

子ども医療費の助成対象年齢を 

「高校生世代まで」拡充します 

概要 

こども医療費の助成については、未就学児から中学生までを対象としておりましたが、令

和７年１０月から、助成の対象を「高校生世代(１８歳到達の最初の３月３１日)まで拡大し、

子育て支援の充実を図るもの。 

内容 

子どもの保健の向上及び子育て家庭に対する経済的支援を図るため、高校生世代に

おける入院・通院にかかる医療費について、市・県による助成制度と併せて、医療費の一

部自己負担分を市が上乗せ助成を行うことにより、高校生世代までの医療費の無償化を

実施するもの。  

【実施時期】令和７年１０月診療分から 

【助成拡充対象者】 

・日田市に住民票がある高校生等で健康保険に加入している者

※高校生とは、満１５歳に達する日以降の最初の４月１日から満 1８歳に達する最初の３

月３１日までの者 

※就業している者、結婚している者等も対象となる

【助成内容】 

助成対象：入院・通院医療費（歯科・調剤含む） 

助成方法：県内の入院及び通院分…現物給付 

   県外の入院及び通院分…償還払い 

自己負担：なし 

※健康診断や交通事故でのけが、診断書などの文書料など保険適用外の分は対象外。

※未就学児及び小中学生の助成内容に変更はなし。

【周知方法】 

 対象となる方には、８月下旬頃個別に通知している 

【県内の実施状況】 

高校生年代医療費助成：１８市町村 

※未就学児～高校生年代までの完全無償化：１３市町村

添付資料 無 ・ 有（  枚）

市民への周知 広報ひた 9 月号、市ホームページ 

注意事項 － 

問合せ こども家庭相談室 こども家庭相談係 担当：井上  ☎22-8292 
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― ともにつくる 一人ひとりが主役の ひた ― 

令和 7 年 10 月 1 日 

報道関係者各位 

プレスリリース 

生ごみ処理容器支給事業を開始します 

概要 

家庭から排出される生ごみの堆肥化を推進することで、ごみ減量による処理経費の削減

及びリサイクルによる資源循環をより一層促進することを目的に、生ごみ処理容器の支給

事業を行います 

内容 

家庭から排出される生ごみの堆肥化を推進することで、ごみ減量による処理経費の削

減及びリサイクルによる資源循環をより一層促進することを目的に、生ごみ処理容器の支

給を行います。 

（補助対象） 

市内に住所を有する個人又は市内の自治会であること。 

「日田市生ごみ処理機等購入補助金」の交付を受けていないこと 

（申請方法） 

募集期間内に申請書を提出 

（募集期間） 

10 月 10 日（金）から 31 日（金）までとなります。 

※予定個数を超える申し込みがあった場合は抽選となります。

生ごみ処理機等購入補助事業との併用はできかねますのでご注意ください。 

添付資料 無  ・ 有（ 2 枚） 

市民への周知 広報ひた 10 月号、市ホームページ 

注意事項 － 

問合せ 環境課 生活環境係 担当：佐々木  ☎0973-22-8208 
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日田市生ごみ処理容器支給事業の概要

【目的】 

家庭から出された生ごみの堆肥化を推進することで、ごみ減量による処理経費の削減及び

リサイクルによる資源循環をより一層促進することを目的に、生ごみ処理容器の支給事業に

取り組む。

【対象者】 

生ごみ処理容器の支給対象者は、下記の要件を全て満たす者 

・市内に住所を有し、かつ居住している個人又は市内の自治会（事業所除く）

・生ごみ処理機等を活用し、家庭から発生する生ごみの減量化又は堆肥化に継続的に取り

組む意思があること

・同年度中に「日田市生ごみ処理機等購入費補助金」の交付を受けていないこと。

【支給する生ごみ処理容器】 

支給する生ごみ処理容器の種類、数量上限は以下のとおり。 

なお、コンポスト容器及びぼかし容器と段ボールコンポストは重複して支給は受けられな

いこととする。 

・コンポスト容器及びぼかし容器 年度間に 1 台まで

・段ボールコンポスト（基材込みセット） 年度間 3 台まで

※基材セット内容 ピートモス・もみ殻くん炭 

・自治会が、自治会活動の一環として支給申し込みする場合、コンポスト並びにボカシ容

器に限り支給上限の限りではない。

【問い合わせ先】 

日田市環境課生活環境係 電話 0973-22-8208（直通） FAX 0973-22-8241 

E-mail kankyo@city.hita.lg.jp
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申請の流れ

募集開始 市報、市ホームページ及び SNS 等で事前告知し、募集開始。 

申請用紙はホームページからダウンロードいただくか、市役所 3 日以内窓

口や 振興局、振興センター窓口にも設置。 

申請はメール、FAX も可。 

募集締切 申込が予定数を超えた場合は抽選 

決定通知 支給が決定したことを文書でお知らせする。（様式第 2 号） 

支 給 決定通知に記載された受取場所で生ごみ処理容器を受け取り。 

受け取りは、決定通知に記載された時間帯に行うこととし、決定通知が 

発送されて 20 日以内とする。 

※受け取りの際は、決定通知を持参すること。

決定通知を持参されていない場合は、本人確認書類（自動車免許証や

マイナンバーカード等）での本人確認が必要。

※事後、生ごみ処理に関するアンケート等、ご協力をお願いする場合がございますの

で、ご理解ください。

①日田市生ごみ処理容器支給申請書（様式第 1 号）
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― ともにつくる 一人ひとりが主役の ひた ― 

令和 7 年 10 月 1 日 

報道関係者各位 

プレスリリース 

第 29 回市民健康福祉まつりの開催について 

概要 

「健康」と「福祉」をテーマとした第 29 回市民健康福祉まつりを日田市民文化会館「パ

トリア日田」・中央公園を会場として 10 月 12 日（日）に開催します。

当日は、福祉、敬老、健康、スポーツ、献血、作品展の表彰式典のほか、アトラクション、

NPO 法人自立支援センターおおいたによる講演会を行います。また、高齢者やこども園児

等による作品展をはじめ、福祉・健康に関する相談コーナーや福祉施設生産品の販売など

の多彩な催しを行いますので、多くの方のご来場をお待ちしています。 

内容 

第 29 回市民健康福祉まつり 

日 時：10 月 12 日（日） 午前 10 時～午後 3 時 

場 所：パトリア日田及び中央公園 

主 催：市民健康福祉まつり実行委員会 

目 的：「市民が健やかに生き生きと暮らせる安心のまち“ひた”」の実現を目指し、 

「健康」と「福祉」をテーマとして開催するもの 

【各種イベント内容】 

●パトリア日田

・表彰式典(午前 10 時～正午/大ホール)

アトラクション（日田市手をつなぐ育成会）

福祉、敬老、健康、スポーツ、献血、作品展の表彰

・相談/体験/作品展（午前 10 時～午後 3 時/館内各所）

体力測定、健康チェック、高齢者相談、各種作品展、ちびっこひろば、

おもちゃ病院 等 

・市民公開講座（午後 1 時～2 時/大ホール）

『だれひとり取り残さない防災について～インクルーシブ防災とは～』

講師：NPO 法人自立支援センターおおいた 副理事長 山﨑 忍 氏 

●中央公園（午前 10 時～午後 3 時）

・模擬店ひろば 各種飲食店 「日田いち」との合同開催

・福祉ひろば、健康ひろば

添付資料 無  ・ 有（ 2 部 ） 講演会チラシ、別添パンフレット 

市民への周知 広報ひた 10 月号、市ホームページ 

注意事項 ご来場の際は、パトリア日田駐車場・日田駅裏職員駐車場をご利用ください。 

問合せ 
市民健康福祉まつり実行委員会事務局（福祉総務課 地域共生係 担当：田中） 

☎0973-22-8440
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令和 7 年

10 月 12 日（日） 
13：00～14：00 / パトリア日田大ホール 

だれひとり取り残さない防災について

― インクルーシブ防災とは ― 

第 29 回市民健康福祉まつり 市民公開講座 

 

〈講演者〉 

NPO 法人 自立支援センターおおいた 

副理事長       山﨑  忍 氏 

〈講演内容〉 

超高齢化社会のスタートとなった 2025 年、災害時等の移動困難者は

障害者のみならず高齢者も増大し、加えて外国人や妊婦など「移動手

段」「情報」の面で配慮が必要となります。「家族が」「誰かが」ではなく、

自分自身が要配慮者の立場になって、今何ができるかをみなさんで考

えましょう。
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― ともにつくる 一人ひとりが主役の ひた ― 

令和 7 年 10 月 1 日 

報道関係者各位 

プレスリリース 

市所蔵美術品公開展 

「 みんなの美術館 」の開催について 

概要 
例年開催している市所蔵美術品公開事業として、天領日田資料館で作品を展示公開しま

す。 

内容 

令和 3 年度から、市観光協会と連携し「天領日田資料館」において市所蔵美術品の公開

展を開催し、市内外の方へ広く公開しています。 

■とき

内覧会 １０月３日（金）午後 2 時～4 時

一般公開 １０月４日（土）～１２月２３日（火） 午前 9 時～午後 5 時

※毎週水曜日は休館日（水曜が祝日の場合はその翌日）

■ところ

天領日田資料館（日田市豆田町１１－７） 

■入館料

大人：320 円  小人（小中高生）：220 円 

団体（15 名以上） 大人：270 円  小人（小中高生）：150 円 

※天領日田資料館入館料。展示会の開催による「入場料」ではありません。

■主催

日田市、日田市教育委員会 

■共催

日田市観光協会 

■監修

原 茂樹 氏 （日田シネマテーク・リベルテ） 

添付資料 無  ・ 有（ １枚 ） 別添チラシ 

市民への周知 広報ひた 10 月号、市ホームページ 

注意事項 
一般来場者の展示ギャラリー内での写真撮影は禁止です。（取材は除く） 

※会見にて訂正 「一般の方も一部撮影可能な作品もあります。」

問合せ 文化スポーツ振興課 芸術文化振興係 担当：渡邉・高野  ☎22-8442 
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― ともにつくる 一人ひとりが主役の ひた ― 

令和 7 年１０月 1 日 

報道関係者各位 

プレスリリース 

「出張咸宜園 in あまがせ」の開催について

概要 

天瀬町内の中学校の文化祭に合わせ、咸宜園教育研究センターが所蔵する天瀬出身の先

哲である長三洲に関する資料の出張展示を行います。（入場無料・申込不要） 

※センター所蔵の資料を市内小中学校で展示するのは初めての取組。

内容 

【概要】 

催 事：①五馬中学校文化祭・咸宜園教育研究センター出張展示 

②東渓中学校文化祭・咸宜園教育研究センター出張展示

日 時：①10 月 19 日（日）9：00～12:00 

②10 月 25 日（土）8：45～12:00

会 場：①五馬中学校体育館

②東渓中学校体育館

展示資料：長三洲由来の脇差（刀）、長三洲屏風（八曲）、長三洲書画（二幅） 

他、咸宜園絵図や月旦評（複製）（予定） 

（目的） 

郷土の先哲・長三洲について、地元天瀬町の皆さんや子どもたちに知ってもらい、理解を

深めてもらう。 

長三洲（ちょう・さんしゅう）（1833-1895）とは 

長三洲は、現在の日田市天瀬町の出身で、弘化 2（1845）年咸宜園に入門し、廣瀬淡

窓の下で学び、廣瀬林外と田代潤卿とともに「宜園三才子」と呼ばれた優秀な門下生で

す。その後、廣瀬旭荘の開いた大坂咸宜園でも塾長を務めます。後に、長州の奇兵隊に加

わり、志士として討幕運動に身を投じます。明治維新後、新政府において新しい「学制」制定

に携わりました。詩書画を得意としていましたが、詩と書が有名で、明治天皇の侍読（天皇

の側に仕えて学問を教授する学者）となりました。明治初期を代表する書家・漢学者として

も知られています。 

添付資料 無 ・ 有（  枚）

市民への周知 市ホームページ、天瀬公民館だより 

注意事項 
各中学校文化祭の催事にあわせた開催となります。取材については、事前に各学校長の許

可が必要となりますので、各中学校へ取材の申し入れをお願いします。 

問合せ 咸宜園教育研究センター 研究・啓発係 担当：原田  ☎０９７３-２２-０２６８ 
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― ともにつくる 一人ひとりが主役の ひた ― 

令和７年 10 月 1 日 

報道関係者各位 

プレスリリース 

日本遺産認定 10 周年記念企画展  

「江戸時代の学び～孔子さまに会いに行こう～」の開催について 

概要 
日本遺産認定 10 周年を記念して企画展「江戸時代の学び～孔子さまに会いに行こ
う～」を開催します。是非お越しください。 

内容 

【概要】 

催事：日本遺産認定 10 周年企画展 

「江戸時代の学び～孔子さまに会いに行こう～」 

会期：令和 7 年１０月９日（木）～１２月９日（火） 

会場：咸宜園教育研究センター公開展示室  

入場料：無料 （開館時間：午前９時～午後５時、毎週水曜休館） 

日本遺産「近世日本の教育遺産群－学ぶ心・礼節の本源－」の認定 10 周年を記念し

た企画展を開催します。江戸時代、日本の学びの中心にあったのが「儒学」です。 

お殿様や武士だけでなく、広く人々の暮らしや考え方にも大きな影響を与えていました。

その広がりを象徴するのが、儒学の祖・孔子の像です。 

今回の企画展では、九州に伝わる貴重な孔子像を特別展示します。さらに、茨城県水戸

市・栃木県足利市・岡山県備前市の教育遺産と日田の咸宜園とのつながりを物語る資料

もご紹介します。 

江戸時代の人々が大切にした「学び」や教えを実際の資料を通して感じられるチャンス

です。是非お越しください。 

日田市初公開 

・水戸光圀の学問の師「朱舜水(しゅすんすい)」ゆかりの「孔子像」(銅像)

福岡県立伝習館高等学校蔵

・咸宜園第７代塾主を務めた村上姑南が所有していた「孔子像」(掛軸)

個人蔵（センター寄託）

添付資料 無  ・ 有（ ３枚）  補足資料・開催要項・企画展チラシ 

市民への周知 （公開講座）広報ひた１０月号、ホームページ・SNS 等 

注意事項 － 

問合せ 世界遺産推進室 登録推進係 担当：溝田・渡辺  ☎２２－０２６８ 
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日本遺産認定 10 周年企画展 補足資料 

朱舜水(しゅしゅんすい)(1600－1682)とは 

日本に渡来した中国明末の儒者で、明朝回復に尽力しますが、万治 2(1659)年に長崎に亡

命。柳川藩(現・福岡県柳川市)の儒学者である安東省庵(あんどうせいあん)(1622－1701)

が俸禄の半ばをさいて長崎での生活を支えました。寛文５(1665)年、朱舜水は、徳川光圀

(とくがわみつくに)にむかえられ、水戸藩の政治と学問に大きな影響を与えました。 

朱舜水が水戸に赴く際、世話になった安東省庵に対し、3体の聖像(孔子像)を贈ったこと

が伝わり、そのうちの 1 体は、柳川藩校伝習館の流れをくむ福岡県立伝習館高等学校に所

蔵されています。ほかの 2 体は安東家のご子孫、また東京の湯島聖堂(公益財団法人斯文

会)がそれぞれ所蔵しています。 

※水戸学・・・徳川光圀が始めた歴史編纂事業「大日本史」を契機に水戸藩におこった学

風。幕末の徳川斉昭の頃には尊王攘夷運動の理論的支柱となりました。

今回の企画展では、伝習館高等学校が所蔵する孔子像(銅像)をお借りして展示いたしま

す。 

村上姑南(むらかみこなん)(1818－1890)とは 

現在の中津市山国町中摩出身で、天保 5(1834)年に咸宜園に入門し、廣瀬淡窓や旭荘の下

で学び、在塾期間は 8年間にも及びました。天保 10(1839)年頃から権都講を務め、天保

12(1841)年 4 月には矢野範治(のちの咸宜園第 3代塾主・廣瀬青邨)のあとをついで都講と

して塾政に関わった優秀な門下生でした。大帰(退塾) 後は、筑前・筑後において医業の

修行をし、佐賀藩において牛痘種痘法を修めたことが伝わっています。そののち郷里で医

者として開業するかたわら私塾を開き、地元の子供たちに教授していました。 

明治 13(1880)年には咸宜園の塾主として招聘され 7 代目の塾主を務め、「瓊林義塾」とい

う名に改め教授にあたりました。その後、明治 15(1882)年、田島の龍馬の森(宮太夫)に

「学思館」という塾を開き、咸宜園の教育内容を引き継ぎました。 

今回の企画展では、村上姑南が所持していたと伝わる日田市寄託品である孔子像(掛軸)を

展示いたします。 

10



日本遺産認定 10 周年記念展示 開催要項 

1 名称 

日本遺産認定 10 周年記念企画展 「江戸時代の学び～孔子さまに会いに行こう～」 

2 趣旨 

日本遺産「近世日本の教育遺産群－学ぶ心・礼節の本源－」の認定 10 周年を記念した企画展を開

催します。江戸時代、日本の学びの中心にあったのが「儒学」です。将軍や大名など武士だけでなく、

広く人々の暮らしや考え方にも大きな影響を与えていました。そのことを象徴するのが、儒学の祖・

孔子の像です。今回の企画展では、九州に伝わる貴重な孔子像を特別展示します。さらに、茨城県水

戸市・栃木県足利市・岡山県備前市の教育遺産と日田の咸宜園とのつながりを物語る資料もご紹介し

ます。 

3 展示資料（一部） 

〇近世の学び（儒教） 

孔子像（福岡県立伝習館高等学校蔵） 

中国・明の儒学者で長崎に亡命していた朱舜水が柳川藩儒の安東省庵に与えた孔子像の一つ。朱舜

水は、のちに水戸黄門として著名な徳川光圀に招かれ、水戸藩の政治と学問に影響を与えた人物。 

孔子像（個人蔵/日田市寄託品） 

咸宜園門下生で咸宜園第 7 代塾主を務めた村上姑南が所蔵していた孔子像の掛軸。 

三聖像(日田市蔵) 

太宰府出身の画家で咸宜園門下生の吉嗣拝山が描いた三聖像(孔子・顔子・曽子)。顔子・曽子は孔

子の高弟である。 

〇日田と水戸との関わり 

川路聖謨所用兜(日田市蔵) 

日田代官所の役人・内藤吉兵衛歳吉の子として生まれ、後に旗本川路家の養子となり江戸幕府の官

僚として活躍した川路聖謨所用と伝わる兜。 

川路がロシアとの開国交渉のため長崎を訪れた際、水戸藩士で徳川慶喜に重用された原市之進が

川路に同行。著名であった廣瀬淡窓に会うため、原は日田を訪れた。 

廣瀬淡窓・青山延光書簡（個人蔵） 

水戸藩士で弘道館教授を務めた青山延光が漢詩人として著名であった淡窓に自身の漢詩の添削を

依頼した手紙。その手紙に対し、淡窓が丁寧に御礼の返事を書いており、年齢の離れた二人がお互いに

尊敬しあう姿が思い浮かぶ内容。 

〇日田と足利との関わり 

日間瑣事備忘 

廣瀬淡窓の弟である旭荘が日々の出来事を記した日記。1843 年 9 月 18 日から 20 日にかけて足

利学校を訪れ、その様子を詳細に記録しました。学校の由来や孔子廟などの建物についても記されてお

り、当時の足利学校の姿が生き生きと伝わる。 

11



林外遺稿 

廣瀬旭荘の長男であり、淡窓の養子となった林外が生前に残した著述や記録を、昭和 3（1928）年に

門下生の清浦奎吾が刊行したもの。林外が足利学校周辺を旅した際の見聞も含まれており、当時の風

景や宿場の人々との交流が丁寧に描写されている。 

〇日田と備前との関わり 

日間瑣事備忘 

廣瀬旭荘が旅の途中、岡山県南東部の備前焼の産地・伊部（いんべ）を訪れた時の記録。日記には、

当時から陶器の名産地として知られていたことが、周囲の風景とともに記されている。 

備前焼保命酒入 

江戸時代から続く伝統的な薬味酒「保命酒」を貯蔵した備前焼。本品は廣瀬家の所蔵で、淡窓も保命

酒を愛飲していた。 

4 会期 

令和 7 年 10 月 9 日（木）～令和 7 年 12 月 9 日（火） 

5 会場 

咸宜園教育研究センター展示室 

6 主催 

日田市 

7 展示協力 

教育遺産世界遺産登録推進協議会、茨城県、岡山県、福岡県立伝習館高等学校、水戸市教育委員会、足

利市教育委員会、備前市教育委員会、（公財）亀陽文庫能古博物館、（公財）廣瀬資料館、髙橋昌彦氏 

8 情報発信 

・令和 7 年 4 月 24 日（木） 日本遺産認定 10 周年と秋に展示を行うことを周知（済）

・令和 7 年 10 月上旬 展示開催のお知らせ（広報 10 月 1 日号※8 月末枠取り、市ＳＮＳ、日本遺産ＨＰ） 

 咸宜園年間スケジュールチラシ更新 
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― ともにつくる 一人ひとりが主役の ひた ― 

令和７年１０月１日 

報道関係者各位 

プレスリリース 

日本遺産認定１０周年記念 特別公演 

「2025 梅川壱ノ介×咸宜園」の開催について 

概要 

世界遺産推進室では、咸宜園と豆田町を構成文化財とする日本遺産『近世日本

の教育遺産群 -学ぶ心・礼節の本源- 』認定１０周年を記念して、特別公演 

「2025 梅川壱ノ介×咸宜園」を開催します。 

内容 

行事名 日本遺産認定１０周年記念 特別公演 

「2025 梅川壱ノ介×咸宜園 淡窓先生を照らす 月光の詩(うた)」

日 時 令和 7 年１１月５日(水)1８時開演（１９時終了予定） 

会 場 咸宜園特設ステージ （史跡咸宜園跡） 

※雨天時は、長福寺本堂（豆田町）にて開催致します。

主 催 日田市 

入場料 無 料 

定 員 １５０人（先着順） 

申 込 市ホームページで１０月５日(日)より受付を開始します。 

電話・ＦＡＸ：(２２)－0268 でも受け付けます。 

内 容 口上・舞踊・淡窓伝光霊流日田詩道会とのコラボレーション 

◆参加申込の受付について

参加には、入場整理券が必要です。１０月 5 日（日）より参加申込の受付を

開始します。詳しくは市のホームページをご覧ください。

添付資料 無  ・ 有（1 枚） 

市民への周知 市ホームページ、SNS 等 

注意事項 ― 

問合せ 世界遺産推進室 登録推進係  ☎0973-２２－０２６８ 
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― ともにつくる 一人ひとりが主役の ひた ― 

令和 7 年 10 月 1 日 

報道関係者各位 

プレスリリース 

天ヶ瀬温泉ライトアップ 2025

概要 

令和 2 年 7 月豪雨によって、大きな被害を受けた天ヶ瀬温泉街の復興に向け、まちづくり

活動に取り組んでいる「天ヶ瀬温泉つなぐ会議」が実施する、ライトアップイベントが開催

されます。 

このイベントは、桜滝、天瀬温泉公園、新天瀬橋をライトアップし、天ヶ瀬温泉街ならではの

夜間景観を創出するものです。 

内容 

【日時】 

10 月 4 日（土）～11 月 16 日（日） 午後 6 時～午後 9 時 

※初日のみ午後５時３０分～点灯式。

【場所】 

桜滝、桜滝ふれあい広場、天瀬温泉公園、新天瀬橋 

【内容】 

① ライトアップ 10 月 4 日（土）～11 月 16 日（日） 午後 6 時～9 時

② 点灯式 10 月 4 日（土） 午後 5 時 30 分～ 

③ 天夜市 10 月 4 日（土） 午後 5 時～8 時 30 分 

【主催】

天ヶ瀬温泉つなぐ会議 

【協力】 

天ヶ瀬温泉旅館組合、（一社）日田市観光協会、森貴也（彫刻家） 

【あかりぼうし協力】 

天瀬町内小・中学校（東渓中学校、東渓小学校、五馬中学校、いつま小学校） 

特別養護老人ホーム喜楽苑 

※詳細は市ホームページ（右記二次元コード）、

または別添チラシをご参照ください。

添付資料 無  ・ 有（ 1 枚） 

市民への周知 広報ひた 10 月号、市ホームページ 

注意事項 
悪天候等によって中止・延期となる場合、天ヶ瀬温泉つなぐ会議のインスタグラムでお知ら

せします。 

問合せ 天瀬振興局 天ヶ瀬温泉街復旧・復興係 担当：瀬口  ☎57-3101 
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